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 生徒会執行部ではこのほど，新年

早々の私立高校入試を皮切りに，受験

シーズンが始まるのを前に，３年生を

応援したい，これまでの学校への様々

な貢献に感謝し 

たいとして，合 

格祈願のお守り 

や絵馬をつくる 

計画を打ち出し 

ました。生徒会 

の呼び掛けに応えた１，２年の生徒有

志は 30名弱。12月９日から 23日まで

朝の 10数分間を使って，こつこつと心

を込めて手づくりしていました。 

 完成したお守りや絵馬は 25日朝，制

作に携わった１，２年生から３年生へ

と手渡されま 

した。下級生 

の応援の気持 

ちを知った３ 

年生の教室に 

は笑顔があふ 

れていました。 

☆第９回小玉杯市交歓バスケットボール大会☆12月 13日 

〔中学校女子〕準優勝〔中学校男子〕準優勝 

☆第 61回県児童生徒美術展 男鹿潟上南秋地区☆ 

【入賞】吉田心美，伊藤あい梨，小林夕尋 

【佳作】大高彩葉，加藤小雪，皆川泰輝，石川ゆ

らら，小松萌依，佐藤理子，丸山和佳子 

☆全日本アンサンブルコンテスト第 43 回秋田

県大会中央地区予選☆12月 20日 

秋田市男鹿潟上南秋地区中学校の部 

【銅賞】管打７重奏 

チーム東中 栄光の足跡 

年末年始休業のお知らせとお願い 
冬季休業中は次の期間を年末年始休業として

教職員の勤務と部活動を行わないこととします

のでご理解のほど，よろしくお願いいたします。 

【期間】令和２年１２月２９日（火）から 

令和３年 １月 ３日（日）まで 

なお，出張等で学校を離れて勤務する場合も

多いことから，ご相談などの場合はあらかじめ

お電話で確認をお願いします。万一事故等があ

った場合や生徒の心配な行い 

等を見掛けた場合は，速やか 

に学校へご連絡くだされば幸 

いに存じます。 

合格祈願の思いを込め，絵馬づくり 

１Ａ 武井琥太郎 
僕が今まで頑張った
ことは二つあります。
一つ目は委員会です。
学年委員としてクラス
での呼び掛けや学年集
会のことについて考え
ました。書記として意
見をまとめることもで
きました。二つ目はテ
スト勉強です。僕は，
点数がかたよることが
あったので，バランス
よく勉強できるように
計画し，毎日 90分以上
こつこつと頑張りまし
た。そのお陰で，自分
でも納得できる点数と
順位を取ることができ
たのでよかったです。 
２年生になる準備を
する，これからの時期
に頑張りたいと考えて
いることは，自学を一
日２ページ，平日の学
習時間を 90 分にする
ということです。また，
定期テストで点数がよ
くなかった理科と社会
の学習に充てる家庭学
習ノートのページ数と
時間を増やしていくこ
とです。このように苦
手な教科を克服してい
くようにしたいです。 

２Ｃ 鈴木勇志 
後期前半までの自分自身を振り返ると，成長でき
たと思うことや，頑張ったと思うことがたくさんあ
ります。その中から，二つについて話したいと思い
ます。 
一つ目は学習についてです。苦手な教科の点数を
伸ばすことができました。ぼくは，五教科の中では
社会が一番苦手でした。テスト前には，社会を重点
的に勉強しても，結果は社会だけが悪くなってしま
うことが多くありました。 
そこで，自分に合った勉強の仕方を見付けるため
に，ワークをひととおり最後まで学習したら，もう
一度初めから繰り返し学習し，間違ったところを中
心に復習するようにしました。この方法で取り組む
と，いつもより大幅に点数を上げることができまし
た。このように自分に合った勉強の仕方を続けてい
くことで，他教科でも力を伸ばしていきたいと思い
ます。特に社会は，苦手教科ではなく，得意教科と
いえることを目標に学習を続けていきたいと考え
ています。 
二つ目は，部活動です。大会などでよい成績を残
せるように，普段の練習から走り込みを頑張った
り，ディフェンスを中心とした練習をしたりしまし
た。つらいときにはみんなで声を出し，盛り上げた
りしました。男鹿潟上南秋地区は，バスケットボー
ルのレベルが高いので，一日の練習時間を活用し
て，キャプテンを先頭に，リバウンドをとってから
の速攻や，一対一，三対三の対人練習，たくさん走
るランメニューといったきつい練習にも一生懸命
に取り組んできました。 
その結果，地区の大会で準優勝することができま
した。残念ながら先日の小玉杯では天王中に敗れて
しまいましたが，そこでの課題であったリバウンド
をとる練習で，常にボールを取りに行くという意識
をチームのみんなでもつようにしています。どこの
チームにも負けないように，一つ一つのプレーを大
事にして，今度こそ優勝できるようにしたいと思っ
ています。 
冬休み明けからは，学習と部活動を更に充実さ
せ，両立していきたいと思います。 

後期前半を振り返り，来年の抱負を語る－全校放送集会 学年代表生徒発表－（2020.12.25） 
３Ｃ 三浦 壮晴 
僕は，３年生として，自信をもって生活してい
くことを目標に，４月をスタートしました。しか
し，昨年新型コロナウイルスが発生し，日本にも
感染者が出ました。３月には「緊急事態宣言」が
発表され，学校は約１か月間休校となりました。
今までの当たり前は変化し，マスクを着用する
ことや密を避けることなどが当たり前の生活と
なりました。 
 そして，３年生になり，期待していた学校行事
も思うようにできず，とても悲しかったです。運
動会は，生徒のみでの開催となり，また東中祭は
市民文化会館で合唱コンクールなどのステージ
発表のみの開催となりました。しかしその分，運
動会では応援練習に力を入れて取り組み，東中
祭では合唱と有志発表の練習を頑張りました。
その結果，運動会では応援で一位を取ることが
できました。また，東中祭での合唱では，どのク
ラスも，練習の時以上に綺麗な歌声が響きわた
っていました。有志発表では，音響設備の整った
場所で，友達とステージに立つことができて，と
てもうれしかったです。また，ステージに立った
経験は，自分にとって自信をもつことにつなが
ったと思います。学校のみんなと生徒会，先生方
の協力のおかげで，最高の思い出になりました。 
 僕が冬休みに頑張りたいことは，自分の苦手
を克服することです。僕は作文や読み取りの問
題が苦手なので，本や新聞を読んだり，記事を書
き写したりして，文章の構成を自分で考え，読む
ことに慣れて，文章を読み書きする力を身に付
けたいです。また，英語については，好きな音楽
を通じて英語に触れる機会を増やし，今よりも
もっと興味をもって，意欲的に学習に取り組め
るようにしたいと思います。 
 受験まであと２か月ほどとなり，残された時
間は少なくなってきているので，受験の準備期
間として，この冬休みを充実した時間にしたい
です。東中祭のステージに立った時と同じよう
に，練習を積み重ね，自信をもって受験に挑める
ようにしたいと思います。 

勝負の冬 受験に打ち勝つ食事（2020.12.23） 
トップアスリートが最高のパフォーマンス

を発揮するための，コンディショニングとし

ての食事を紹介する「勝ち飯」は皆さんがご

存じのことでしょう。本校ではこのほど，３

年生を対象に頑張る生徒の力になる食生活を

テーマに，井上栄養教諭が授業を行いました。

人間には一日周期でリズムを刻む体内時計が

あること，体内時計は朝起きて光を浴びるこ

とでリセットされ，一定のリズムを刻むこと，

朝食をとることは体温を上げることや脳にブ

ドウ糖を補給すること，胃に食物が入ると大

腸が収縮して便を押し出すこと（胃・大腸反

射）などが紹介され，改めて朝食の重要性を

認識することとなりました。また，朝食をし

っかりとるためには就寝前にスマホ等のブル

ーライトを避け， 

睡眠を確保する 

など，食事と睡 

眠の関係が紹介 

されました。最 

後に小玉海龍さ 

んは「寝る前のスマホの時間を学習に充てた

い」と決意を表明しました。 


